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IMMATICS社について

T細胞受容体（TCR）を用いた
新しい免疫療法の開発を専門
とし、臨床段階のパイプライ
ンを有するグローバルなバイ
オ医薬品企業 
主な課題

独自のTCRエンジニアリング
技術を用いた細胞療法の研
究開発全体を効率化するに
あたって、自社業務に最適化
されたソフトウェアソリュー
ションが必要

成果 

研究業務の効率化、TCR関連
の研究開発データへの一元
的なアクセス、各チーム間の
コラボレーションの改善、よ
り透明性の高い意思決定

GENEDATA 製品

バイオテクノロジー 

背景と課題
Immatics社（以下 Immatics）は、固形がんの新規療法の開発に注力しており、T細胞受容体
（TCR）を用いた免疫療法を開発するため、2つの革新的な独自技術を採用しています。
Immatics XPRESIDENT®技術は、世界最大級の質量分析プラットフォームであり、多数の腫
瘍サンプルのスペクトルを網羅しています。これにより、新たな治療薬のターゲット候補とな
る、腫瘍組織に特有のペプチドを同定することができます。また、Immatics XCEPTOR®技術
は、腫瘍特異的な標的分子に結合するTCRを同定し、その結合領域を単離し、さらに特異性
と親和性の高い分子を開発します。その後、タンパク質エンジニアリングにより、がん細胞
に特異的に結合するTCRを設計・生産し、自家および他家細胞を用いた養子細胞免疫療法
と、TCRをベースとしたバイスペシフィック分子（TCRバイスペシフィック医薬品）という2つの
治療法に使用することができます。

現在、Immaticsのパイプラインには前臨床および臨床段階の7つの候補品があります。さら
に、Bristol Myers Squibb社、GlaxoSmithKline社、Genmab社などの大手バイオファーマとの
共同開発にて10のパートナープログラムが進行中です。

Immatics社、Genedata Biologics
で細胞療法の革新へ

Genedata Biologicsは、全ての研究開発グループが研究開発業務フローに沿って
TCR 関連情報を即時に登録・共有できる、一元的なデータ管理システムです。
 Dominik Maurer博士（Immatics、VP of Immunology）　
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  �Immaticsの研究開発業務フロー： 
TCRバイスペシフィック医薬品開発の
主要工程を示す。腫瘍特異的ペプチ
ドの探索とそれに結合するTCRのスク
リーニングから始まり、TCR発現コン
ストラクトの構築と結合活性・特異
性の確認、親和性成熟とアミノ酸配
列の見直し・改良と合わせて、タンパ
ク質の発現・精製・分析などを行う。
これら研究開発の全業務フローの個
々のステップでそれぞれデータの取
得・処理・解釈が必要であり、その効
率化のためデジタル化できるプラット
フォームが必要。
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TCRを用いた免疫療法を開発するためのImmaticsのアプローチ： 独自技術により、腫
瘍特異的な標的とそれに対応するTCRの発見、結合活性と特異性の検証、特性解析を実
施。数µMマイクロモルレベルの高い親和性を持ち特異性が良好な、天然または最適化さ
れたTCRを養子細胞免疫療法に使用するために開発。一方、数ｎMから＜ｎMレベルの親
和性と良好な特異性を持つ親和性成熟TCR可変ドメインを利用し、半減期が長く、抗体の
ような安定性を持つ高活性のTCRバイスペシフィック分子を設計。

ImmaticsのTCR関連分子の研究開発業務フローは非常に複雑
であり、新しいリード分子や細胞株の構築、配列最適化テスト
など、何百もの個別の工程や反復作業が含まれています。各工
程それぞれで重要なデータが生じ、それらを収集・処理・解析し
て、他の研究開発チームと情報共有する必要があります。複雑
なデータの流れには、分子・アミノ酸配列・サンプル詳細・実験
方法・分析値のほか、TCRバイスペシフィック分子を設計するた
めの必要情報も含まれます。これらのデータをリアルタイムで統

合・保存・関連付け・解釈して、Immatics各研究開発チームの日
々の業務を支援する必要があります。 

Dominik Maurer博士（Immatics、VP of Immunology）は次のよ
うにコメントしています。「当社独自およびパートナープログラムの
TCRデータを系統的に解析するために、当社独自プラットフォーム
と互換性のある拡張性の高いソフトウェアソリューションが必要
でした。」

ソリューション 
Immaticsは、最適なデジタルワークフロープラットフォームを見
極めるために、自社固有の要件に基づいて包括的な市場評価を
行い、その結果、Genedata Biologicsを選択しました。当初、市販
の既製品を希望していましたが、最大限の機能を組み込み、導入
を容易にし、将来のメンテナンス性を確保するために、一からプ
ラットフォームを作り上げるカスタム開発プロジェクトも検討しま
した。Felix Unverdorben博士（Immatics、Associate Director of 
Immunology）は次のようにコメントしています。「いくつかのソフ
トウェアプロバイダーと話をしましたが、Genedataの製品が我々
にとって最適なソリューションであることは、早い段階で明らかに
なりました。また、最初の対話の段階から、Genedataが我々の研究

  �Genedata Biologicsを用いたImmaticsの
新しいデジタルワークフロープラットフォー
ム：Immatics全体のTCR研究開発過程とそれ
に付随する情報を一元管理し、研究開発チー
ム同士の連携を可能に。ここでは、最適化され
たTCRに加え、親和性成熟や高度な設計を行っ
たTCRバイスペシフィック分子など、全ての関
連分子をリスト化した専用のリード探索キャン
ペーンを表示。Genedata Biologicsは、TCRを
用いた細胞医薬候補品、またはTCRバイスペシ
フィック医薬品の候補に関する情報、そして特
異性・有効性・安全性・安定性・製造可能性・
開発可能性を含む、全ての研究開発情報への
直接アクセスを提供。  

CASE STUDY • GENEDATA BIOLOGICS® • BIOTECHNOLOGY – CELL & GENE THERAPY



  �Genedata Biologicsを用いたデータに基づいた透明性の高い意思決定：専用のヒット選択テーブルでは、一例として親和性成熟の過程で異なるTCRクローンをフローサイトメトリー
等を使って評価し、分子情報（配列情報など）との関連を見つけることが可能。また、親和性のデータを体系的に可視化することで、高いがん細胞特異性と親和性の両方を示す最適な
リード候補を選択することができる（グラフの青で囲んだ部分）。Genedata Biologicsにはこのような専用ダッシュボードが組み込まれており、 導入後すぐに使用可能。

プロセスを理解し、我々のニーズに容易に対応可能な製品を持
っていることも明らかでした。Genedataのシステムはすでに全
てが整っており、後から大きな変更を加える必要はありませんで
した。」  

コストと時間のかかるソフトウェアのカスタマイズプロジクトに
着手する必要はなく、Genedata Biologicsの導入展開は簡単に、
そして迅速に行われました。導入プロジェクトの間、Genedata
はImmaticsと緊密に連携し、プラットフォームの最適な設定と
同固有の業務工程の設定を行いました。Genedataは、細胞療法
に携わる様々な規模の企業と の 豊富な経験と知識から、各ユ
ーザーの特殊な研究開発プロセスを加速・簡素化・最適化する
ノウハウを持ち合わせています。ImmaticsでTCRバイスペシフィ
ック医薬品のパイプライン開発を担当するSebastian Bunk博士 
（Senior Director）は次のようにコメントしています。「実験室
で働く研究者とソフトウェア開発者の使用する言葉がいかに違
うか、今回の導入の過程で初めて理解しました。そういった意味
で、Genedataコンサルタントのノウハウと仲介能力には大変感
謝しています。私たちが研究室で直面している内容や課題を理
解し、それを私たちのニーズに合わせてソリューションに変換して
くれました。このようにして、確立されたプラットフォームであり

ながら、必要に応じて柔軟に調整できるソリューションの恩恵を
受けることができました。」 

Genedata Biologicsは現在、TCRバイスペシフィック医薬品や
養子細胞免疫療法を含む、Immaticsの全ての独自研究開発プ
ログラムと（パートナーとの）共同開発プログラムで生産的に使
用されています。統合されたワークフロープラットフォームとし
て、TCRおよびTCRをベースとして開発した分子のスクリーニン
グ、エンジニアリング、製造、各種解析を効率的に行うことがで
き、さらに養子細胞の作成の際に使用するレンチウイルスの製造
や細胞株の開発も可能です。このシステムは、各治療薬候補の
特性（特異性、有効性、安全性、安定性、製造性、開発性など）
を包括的に追跡します。また、急速に成長するImmaticsの研究
開発組織をサポートする上で必要な拡張性も備えています。TCR
タンパク質エンジニアリングに使用された各分子、細胞株、サン
プルの完全な履歴を管理し、裏付けとなる全ての実験データを
含む意思決定の背景を記録します。Felix Unverdorben博士は次
のようにコメントしています。「どのクローンがどの親細胞のどの
CDRを得たのかを実際に追跡することができるので、プロセス
全体を完全に記録することができます。これは大変素晴らしいツ
ールです。」 
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Genedata Biologics®は、バイオ医薬品創薬、産業用バイオテクノロジー、その他のライフサイエンス分野のニーズに対応する先進的な
ソフトウェアソリューションであり、Genedataの製品ラインアップの一部です。  
© 2021 Genedata AG. 無断転載禁止。Genedata Biologicsは、Genedata AGの登録商標です。その他記載されている製品名およびサー
ビス名は、各社の商標です。 
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効率化とコスト削減 
TCRに関連する全ての情報を記録しアクセスする一元管理システ
ムとしてGenedata Biologicsを導入したことで、Immaticsは大
幅な効率化とコスト削減を実現しています。実験室の日常業務
がデジタル化され手間が省けたことで、研究者はその分研究開
発プロジェクトや実験に集中できるようになりました。
Felix Unverdorben博士は次のようにコメントしています。
「Genedataプラットフォームの導入により、ImmaticsのTCR関
連の研究開発をデジタル化することができました。時間のかか
るペーパーワークが最小限に抑えられ、必要な時に必要な情報
を簡単に見つけることができるようになりました。Genedataプラ
ットフォームを採用した当初の目的は、データ管理と意思決定の
効率化でしたが、手作業によるエラーや不整合の削減という利
点にもつながっていることに気づきました。」

Immaticsにおける各研究グループは、TCR関連研究開発プロセ
スの中で、TCRの探索、検証、エンジニアリング、製造などの工程
をそれぞれ担当しています。Genedata Biologicsは、業務フロー
に沿ってグループ間のサンプルや情報のスムーズな受け渡しを可
能にするだけでなく、最適化ライブラリ、コンストラクトの設計・
管理機能、ヒット選択ツールなど、それぞれのグループに合った
機能を提供します。

データへのアクセス性と透明性の利点は、研究室内の業務だけ
に留まらず、世界のどこからでも最新のデータにアクセスできる
ことで、他との共同開発プロジェクトを同時進行的かつ効率的
に進めることが可能になります。Genedata Biologicsは、関係す
る全てのチームがアクセスするTCR関連データの中心プラットフ
ォームとして機能し、Immaticsのデジタルデータ管理の強化に
貢献しています。 

初期の製品選定プロセスで作成された投資収益率（ROI）
の計算では、継続的なコスト削減によって、コスト削減額が
Genedataプラットフォームを導入するための投資を上回ること
が予測されました。Sebastian Bunk博士は次のようにコメント
しています。「研究開発をサポートするソフトウェアソリューシ
ョンを探し始めたとき、様々な選択肢を検討しましたが、最終
的には高い初期費用を支払うことを選択しました。その結果
Genedataプラットフォームが多くの面で効率化をもたらし、

日々の業務における冗長性を排除し、継続的な運営コストを全
体的に削減してくれました。運用面や科学技術面でのサポートだ
けでなく、ビジネスの観点からも、Genedataを採用したことに非
常に満足しています。」

今後の展望
Genedataは、将来的な要件にも応えるためにGenedata 
Biologicsプラットフォームの開発を続けており、バイオ医薬品
の研究開発における最新テクノロジーに対応しています。製品
開発への継続的な投資は、プラットフォームの将来性を維持し
ます。Genedataは、毎年複数回ソフトウェアアップデートのリリ
ースを行い、新たなモダリティに対応するなど、新機能をユーザ
ーに提供しています。Genedataプラットフォームは、革新的な
治療法や新しい研究開発技術を取り込み、進化を続けているた
め、Immaticsは導入時以上に大きな恩恵を受けられることが保
証されています。 

新たなバイオ医薬品の開発は長期にわたり、高い費用も必要で
す。必要な機能全てが搭載された堅牢なソリューションは、その
ような研究開発のタイムラインを大幅に短縮することができま
す。Immaticsは将来を見据えてGenedata Biologicsを採用した
ことで、TCRに関する重要な研究開発データに最大限の追跡性
と正確性を持って一元的にアクセスできるようになりました。こ
れは、より迅速で透明性の高い方法で意思決定を行い、新しい
治療法の開発を加速させることに繋がっています。 
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